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オンライン文献情報検索システムの動向

Recent　Trends　in　On－line　Document　Retrieval　Systems

高　　橋　　達　　郎

　Tatsuro　Takahashi

jR6s％物6

　　Generally　speaking，　the　document　retrieval　operation　is　based　on　probabilistic　conversion

and　matching　of　both　indexing　and　query　languages．　Retrieval　efficiency　can　be　improved　by

the　method　of　trial　and　error　at　the　man／machine　interface　on　on－line　retrieval　systems．

　　The　advantages　are：　1）　remote　access　by　the　requester　in　person，　2）　relatively　free　con－

versation　with　the　file，　3）　shorter　wait　times，　4）　continuous　updating　of　the　file，　and　5）　updating

from　remote　stations，　as　the　case　may　be．

　　Examples　of　existing　systems　such　as　NASA／DIALOG，　Japan　lnformation　Processing　De－

velopment　Center’s　JOLDOR，　MIT／TIP，　and　MIT／lntrex　are　described，　with　particular　emphasis

on　file　structure　and　search　procedure　of　DIALOG．

　　Shortcomings　of　these　systems　at　the　moment　are　longer　search　times，　which　will　be

much　improved　by　time　sharing　and　vocabulary　control．

1．はじめに
　文献検索においては，質問の索引と文献の索引との照

合において間違いを犯さない限り，探索の誤差は生じな

い。しかるに質問と回答文献とを比較してみると，不必

要な文献が検索されていたり，必要な文献がもれていた

りする誤差が生ずる。この過程を図示すると下のように

なる。

　　　　　1曙｝一面墜欝

ここで特徴的なことは，それぞれの索引への変換つま

り情報空間から索引（属性）空間への変換が，確率的で

あることである。ここにシステムとして致命的といえる

ほどに，大きな誤差が生ずるのである。したがって文献

検索の開発目標は，検索効率の向上へ集約されていると

いってよかろう。

　効率向上の手段として，次のようなアプローチが試み

られている。

（1）

（2）

（3）

（4）

主題分析の標準化，規格化

索引言語の統制強化一シソt一一’ラス

定量的探索一照合から相関へ

試行錯誤的探索一ファイルとの対話

本文で論じようとするオンライン方式は，上の4に該当
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するアプロ　・一チである。

　具体的にみてみると，計算機による文献検索では，質

問者はそのシステムで規定された形式で，自分の質問を

表現しなければならない。一般には，索引を論理演算子

で組み合せた論理式の形で表現する。しかしこれには多

くの問題があり，まず自分のイメージにある質問を，少

数の演算子を用いて納得のいく形で表現することは，な

かなか困難なことであり，またたとえシソーラスを用い

たとしても，自分の使用した索引が最も適切なものであ

るかどうかの裏付けがない。さらに蓄積されている情報

を，二三参考に見てみることもまず許されないであろう

し，またシステム化が進むと自分で探索オペレt一・・一ション

を行なうことも，回答の具合によって質問を適時作り変

えることもできず，全く他人まかせの機械的な冷たい回

答しか得られなくなる。

　また別の問題として一般に蓄積された情報の索引も，

その情報作成者（文献なら著者）とは無関係に付けられ

ていることである。このように本来質問者と作成者との

対話によって，最も現想的に行なわれるはずの検索が，

情報のシステム化の進展とともに，当事者同志とははる

かに離れた場所において行なわれるようになった。これ

は回答に対して常に質問者の不信感がともなうという結

果をもたらしたが，本来機械的に処理するにはあまりに

も複雑で，未知の分野を含む種類：の情報を，計算機のみ

で処理よしうとした結果である。

　計算機による文献検索システムの出現する以前には，

質問者は自身でカード・ファイルなり索引誌なりによっ

て探索を行なっていた。この場合最も特徴的なことは，

質問者はファイルについて常に学習しつつ探索したこと

であり，別な言葉を借りればトライアル・アンド・エラ

t…一一一 i試行錯誤）で探索を行ない，万策が尽きた時点で探

索を終了し，自分自身納得していたのである。つまりバ

ッチ方式の計算機による探索には，この学習機能が欠け

ているのである。

　これらの問題を解決するために登場したのが，オンラ

イン文献検索システムである。もちろん質問者と情報作

成者との対話は直接にはむりであるから，ファイルと質

問者との対話を基本として構成されている。次にオンラ

イン方式の利点をまとめてみよう。

　（1）　リモート・ステーションから質問者が自身で検索

　　ができる。

　（2）適切な会話言語が用意されていれば，ファイルと

　　十分な対話ができる。

　（3）回答を得るまでの待ち時間がわめて短かくなる。

　（4）ファイルの更新が常時行なわれていれば，最新の

　　情報を入手できる。

　（5）　リモートステーションからファイル更新が可能で

　　ある。

　これにより質問者は自分の質問のイメージに対して，

自分自身で納得のいく回答が得られることになるわけで

ある。

　オンライン文献検索システムは，わが国においてはま

だほとんど実用に供されていないが，米国においてはす

でに実用段階にあるとみてよい。オンライン方式の技術

的問題点としては，TSSを前提としたスーパバイザ，

ファイル構成，会話言語であるが，スーパバイザは一応

計算機システム側の問題としてここでは切離し，ファイ

ル構成と会話言語を中心として，述べることとする。

　会話言語は利用者側が今後開発すべき興味ある課題で

あり，最も簡単な記号によるコマンド方式から，自然言

語と同等なレベルにいたるまで，多くの段階がある。一

方会話言語の機能水準は，直接そのシステムの探索レベ

ルを左右するものであるから，各システムで多くの工夫

がこらされている。

　現在米国において，少なくとも稼働していると報告さ

れているシステムの中では，次のものが著名である。

　　MIT　：　TIP，　lntrex

　　NASA：　RECON，　DIALOG

　　SDC　：　BOLD，　ORBIT

わが国では日本情報処理開発セソ衣一の　JOLDOR，　ト

ヨタ自動車工業K．K．などの報告がある。

II．　DIALOGシステム

　コマンド方式の代表例として，NASAのDIALOGシ

ステムについて詳しく説明する。本システムは，NASA

とLockheed　Aircraft　Corp．との契約によって開発さ

れ，1968年に実用テストが行なわれたものである。

　ファイルの内容はSTAR（Scientific　and　Technical

Aerospace　Reports）とIAA（lnternational　Aerospace

Abstracts）に収録された文献およびレポートを磁気テ

t・一・・一 vに収録したファイル（NASA　Linear　File）と同一

で，約40万件である。

　システムを構成するハードウエアは次のとおりであ

る。

　（i）IBM　360／3032　KB（後に64　KB）
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　（ii）ディスク・パック：IBM　23117．25　MB　2台

　（iii）データ・セル：IBM　2331400　MB

　（iv）データ・アダプタ：IBM　2701

　（V）　リモート・ターミナル

　　　　コントP一ル・ユニット：IBM　2848

　　　キーボード・ディスプレイ：IBM　2260

　　　プリンタ：IBM　1053

　（vi）　ラインプリンタ：IBM　1443

　本体はLockheed　Aircraft　Corp．のPalo　Alto研

究所（Palo　Alto，　Calif．）にあり，リモー・トターミナル

ははじめの実験段階ではAmesリサーチセンタ（Mof－

fett　Field，　Calif．）に置かれ，その後　NASA本部

（Washington，　D．　C．）へ移された。通信回線は，モデル

202データ・セットを用いたスケジュール4A電話回線

で，全二重1，200ボーである。

A．ファイル構成

　ファイルは5個あり，それぞれデータ・セルとディス

ク・パックに収容されている。データ・セルに収容され

ているのは次の3個である。

　（i）文献ファイル　（NASA：Linear　File）：　IAA，

　　STARの発行とともに作成される磁気テープ・フ

　　　ァイルを，データ・セルに収容したもので次の内

　　容からなる。

　　　　レポートNo．または雑誌名，巻，号，ページ，

　　　文献のタイトル，著者名，所属機関名，刊行年，

　　　キP一一一・ワード

　（ii）転置ファイル（Inverted　File）：各キーワ’一ド

　　に対応する文献のNo．を収容したファイルであ

　　る。

　（iii）　シソーラス（Related　Terms　File）：シソーラ

　　　スをデータ・セルへ収容したファイルで，キーワ

　　　ードとそれの関連語からなる。

　ディスク・パックに収容されているのは次の2個であ

る。

　（i）文献ファイル索引（Linear　File　Index）：　文

　　　献No．とそのNo．の文献データが収容されてい

　　　るデータ・セル上のアドレスを収容したファイル

　　　である。

　（ii）転置ファイル・シソーラス索引（Keyword　In－

　　　dex）：キーワードと，そのキーワードに対応する

　　　転置ファイルとシソーラスの，データ・セル上の

　　　アドレスを収容したファイルである。さらにこの

　　　ファイルにはそのキーワードに対応する文献数と

　　　関連語数とが収容されている。

　以上のファイルを用いたデ■・・一・bタの流れを図ユに示す。

まずキーワードが与えられると，パック上の索引によっ

て文献数と関連語数とがわかり，さらに転置ファイルと

シソーラスにおけるデータ・セル上のアドレスがわか

る。さらに転置ファイルで求まった文献No．は，文献

ファイル索引でデータ・セルのアドレスに変換され，文

献ファイルから文献を取り出すことができる。

　次に各ファイルの構造を示そう。

　（i）転置ファイル　（図2）：キe…一一ワードに50バイト

　　　とってあるのは，非常に長いキーワードがあるた

　　めである。文献No．の個数は可変で，文献No．

　　は実際の文献No．をパック10進で表現した値とな

　　　っている。

　（ii）シソーラス（図3）：カウントは関連語数を示

キーワーF

IBM　2311 IBM　2321

転置ファイル

Vソーラス索引
レ

シソーラス

引）

『「

交献ファイル索引
《「

L　　　iレ

．L

転置ファイル
ディスク・バック

@（固定長）

　「

k

》

》 文献ファイル

キーワード

　　　　　　　　　　　　　データ・セル

　　　　　　　　　　　　　　（可変長）

図1．　デt・…一タの流れ
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キーワード 門門No．

　ZONE 0000 2510046F 2510054F 一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　　一

50　B

　　　2B　4B　4B　／i
図2．転置ファイルの構造

4B

カウント’ キーのワード 関連　語

0005 ZONE AURORAL　ZONE …一… O
2B 50　B 　　　　　　　　　　　50　B

図塾．シソ£一■デ窪スの構造

A
ホーム

アドレ

トラック記述レコード

カウント キー データ
アドレス

マ＿カ

デー弓

長

：文献レコード

C／F RFR　1 C／F

クノ

B

RFR　2

11 ン

C／F RFR　n

C

D

1

max2…B一・トラックー一P
2 3 max　10

文献No．を含む

lTからのデータ
1

相対形式での主フィールド
@のIDおよびポイン’タ 主フィールド 〃 〃 ノノ

80B　　　　　　　max　33　B　　　　　　　V

@1　　　　　　　　　2

V　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

@　　　　　　　　　　　max　10

ID ポインタ ID ポ’．イ　ンタ　　　　　　　　　　　　　　　／！
　　　　　　エンド〃　　　　　　マーク

ポインタ

1B　　　　　2B　　　　　IB　　　　2B i ‘‘

eF”

、　　サブ・フィールド

@　　　　1　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　、

max　33　B 　　　　　一

サブ・フィー

泣hの長さ
データ

サブ・フィー

泣hの長さ
データ 〃　　　　　　　　〃　　　エンドマーク データ

IB v 　　IB　V
図4．文献ファイルの構造

“　oo　”

　　し，関連語の個数は可変である。

（iii）文献ファイル（図4）：DIA：LOGシステムの中

　　心をなすファイルで，1トラヅク（2000バイト）を

　　ブロックとする可変長構造である。

　　　Aは全体の構造でRFRが1文献のロジヵルレ

　　コードに相当する。C／FはRFRのカウントとフ

　　ラグのエリアである。

　　　BはRFRの構造を示し，最大10個までの主フ

　　イールド　（タイトル・フィ…一一ルド，著者フィール

　　ドなど）を収容する。Cは主フィールドのIDお

一　412　一一

よびポインタ・エリアの構造で，

ように指定されている。

03文献No．

05　タイ　トル

06著者名
07所属機関名

08

09

0A

FF

IDNo．は次の

レポートNo．

契約No．

キーワー　ド

エソド・マーク

　ポインタは1レコード内での三主フィールドの

相対的スタート・バイト位置を示す。

　Dは主フィe一一一・ルドの構造を示し，サブ・フィー



Library　and　lnformation　Science　No．　9　1971

　　　ルドは著者名，キーワードなど複数から成るもの

　　　のために個数は可変となっている。

　（iv）転置ファイル・シソe一一一一ラス索引（図5）：転置

　　　ファイルとシソe・一・・一ラスに分かれ，それぞれの該当

　　　データ・セル・アドレスを示す。アドレスは左か

　　　らセル，サブセル，ストリップ，シリンダ，　トラ

　　　ックに各1バイトずつ割り当てられている。ファ

　　　イルは固定長のインデックス・シーケンシャル’

　　　ファイルである。

　（v）文献ファイル索引（図6）：固定長のインデック

　　　ス・シーケンシャル・ファイルで，IBMのISFMS

　　　（lndexed　Sequential　File　Management　System）

　　　を用いてロ　一一ディソグされている。データ・セル

　　　・アドレスはトラック上でのスタr一一一・ト・ポジショ

　　　ンまで含めて，パック・モードの4バイトで表現

　　　されている。本索引は40万件分でディスク・パッ

　　　ク上の75シリンダを占めているが，これはIBM

　　　2311ディスク・パックの全容量の％に相当する。

　ファイルのローディングは次のように行われる。

STARおよびIAAの磁気テープから文献ファイルを

データ・セルヘローディングし，これと同時にISFMS

を用いて文献ファイル索引を作り，ディスク・パックヘ

ローディングする。

　シソーラスはまず磁気テープからデータ・セルヘロ　一一

ディングしておき，次に前もって作成した転置ファイル

をデータ・セルヘローディングすると同時に，転置ファ

イル・シソーラス索引を作成しながらディスク・パヅク

ヘロ’一ディングする。文献を新たに追加する場合，文献

ファイルとその索引は単なる追加のみでよいが，後者は

その都度各ファイルを作り変えることになる。

　文献ファイルのローディング時間は90分／リール

（15，000件／リール）で，1年分100，000件のローディン

グには約10時間を要する。転置ファイルのPt　・一ディソグ

時間は25分／リールである。

B．検索手順

　本システムの利用者は，リモート・ターミナルを通し

て計算機と対話を行ないながら文献を検索する。対話は

次の10種類のコマンドによって行なう。

BEGIN　SEARCH対話の開始

EXPAND
SELECT

COMBINE
LIMIT

KEEP
DISPLAY

TYPE
PRINT
END　SEARCH

キーワード，関連語のディスプレイ

質問キーワe一一一・ドの指定

質問論理式の構成

探索の限定

探索文献の一時記憶

ディスプレイ

リモート・フ．リンタでのタイプ

ラインプリンタでのプリント

対話の終了

キーワード

データ・セルのアドレス

　　（転置ファイル） 交献数

　　デー一一一一・タ・セルのアドレス関連

＊　　　（シソーラス）　　語数　　＊

ZONE 0607050211 0617 0320 061204030C 05 0066

50　B 5B 2B 2B 5B IB　2B．

トー一一一一一一67B一・レ＝　一一ドー
　＊各ファイルのデータ・セルのトラックにおけるスダート・ア！ごレス

図5．転置ファイルシソーラス索引の構造

交献No．
データ・セル　　　　　　データ・セル
のアドレス　　文献No．　のアドレス 11 IX ！1 ．　1！

4B 4B ！1 ／／
11 11 ！ノ

ト・一一．一一．一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一m　8B×99一・レコードー一一一一一一→

図6．文献ファイル索引の構造
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　コマンドは，IBM　2260キーボード・ディスプレイの

キーボード上に設けたコマンド・キe一・一・によってインプッ

トする（図7）。

　対話は次の手順によって行なわれる。まず対話を始め

るにはBEGIN　SEARCHキーを押すと，ディスプレイ

上に図8（タイプインした状態）のように応答が現われ

る。いま質問は，

　　　Technology　Transfer　to　lndustry

であるとすると，ディスプレイ上の1～4の項目に答え

て，それぞれ質問タイトル，利用者名，アドレス，所属

をキーボードからタイプイソする。最後のタイプインが

終了すると，コンソール・プリンタから図9のはじめ

の部分がタイプアウトされる。これは検索の記録とな

る。

　検索を開始するに当って，利用者は質問を構成するキ

“一一・・ 盾蝿黶f一”ドが，実際にファイルの中で使用されているかど

うか，また類義の他のキーワード（たとえばWeldと

Weldingなど）が，使用されていないかを確認する必

要がある。これを行なうにはコマンド・キーEXPAND

を用いる。EXPANDとキーワード（この例ではTech－

nology）をタイプインすると，ディスプレイ上に図10

のように表示される。これはTechnologyを中心とし

て，前後4語のアルファベット順キーワード・リストで

ある。さらに各キーワードを含む文献数と，各キー一・・一一ワー

図7．　コ マ ン ド キ

Pし監A＝5芝　E”「「巴臓　TRE／聖NFORNATlO閥　REQUES▼EO　8ε1。0”．　　ε”TεR　εAC四　LlNE　As　CO図Pしε7εO．
剛口。●一●の一一●■り●贋曜●鴨r，刷●o一嶋■・一騨噂の，・．●．鱒●●・－一一●」●一●一〇一一一一●●一一一〇一一一〇〇●oo一一〇一●●●一〇一一一●一一

1．　SI二ARCH　「『r「し【：　「「ECHNOLOGY　「「RA網SFε罐　了O　，NDUS▼R∀

2．　NAME：　E．L．BRADBURY
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図8．BEGIN　SEARCHの状態
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図10．EXPANDの状態（1）
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ENTER　NEXT　CONMAND）

図11．EXPANDの状態（2）

ドの関連語数を表示している。これによリキーワードの

確認と関連語を探すことができる。また以後ここに表示

されたキー・ワードは，参照No．（TechnologyならE5）

によって取り扱うことができる。

　E5は4個の関連語を持つが，これを調べるにはさら

にEXPANDとE5をタイプィンすることにより，図

11のように表示される。この例ではTechnologyと

Aerospace　Technologyとは同等とみられるので，質

問キーワードとして採用することとする。キーワードと

して指定するには，コマンドSELECTと参照No・を

タイプィンすればよい。以上の結果はプリンタで図9の

点線の下の1～4行にタイプされる。

　E5とE10は同等とみなされるから，これらを論理和

として組み合わせる。これはコマンドCOMBINEを用

い，論理積（AND）には＊，論理和（OR）には十，

否定（NOT）には一を記号として用いる。論理式を作

るには，第3，4丁目にタイプされたE5とE10とを含

むそれぞれの文献集合の集合No．を用いて，COMBINE

1＋2とタイプする。これは第5行目に示される。1＋

2の算術和より3のほうが小さいのは，E5とE10を重

複して持つ文献があるからである。以上の説明から明ら

かなように，SELECTおよびCOMBINEコマンドに

よって，計算機の中では探索が行なわれているわけで，

したがってSEARCHというコマンドはない。

　TransferとIndustryについては，この例ではEX－

PANDを用いず，直ちにSELECTによって指定して
いる（第6，7行）。以上でキーワe一・一・ドの指定が完了した

ので，集合3，4，5の論理積が本丁の質問の論理式と

なる（第8行）。第8行は結果とし23件の文献が求まっ

たことを示している。

　この結果を見るために，DISPLAYコマンドを用い，

集合No．6とフォーマット・コ・一ドとディスプレイ件

数をタイプィンする（第9行）。ディスプレイのはじめの

3件を図12に示す。2件目以下をディスプレイするに

は，ファンクション・キーENTERを用いる。ここに

ディスプレイの第1行目の6／2／1は，それぞれ集合

No．，フォ・一・一・マット・コード，集合中の文献No．を示す。

　3番目の文献をよくみると，TransferとUtilization

とが同じ意味で用いられていることがわかる。したがっ

てさらにUtilizationをキt一・一・一ワ・一ドとして追加指定する

ことにする（第10行）。集合4と7の論理和をとり（第11

行），3と8と5の論理積を求めると40件の文献が求ま

る（第12行）。ここでUtilizationを用いたためにふえ

た文献を調べるため，集合9から6を除いた集合10を求
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図12．DISPLAYの状態（1）

める（第13行）。これは17件あるが，ディスプレイして

調べるためDISPLAY　10をタイプィンする（第14行）。

この結果を図13に示す。これは上述の論理関係から明ら

かなように，Transferを含まずUtilizationを含む文

献である。

　最後に以上の結果をラインプリンタでプリントするた

め，PRINTコマンドと集合No．9をタイプイソす

る　（第15行）。プリント終了のサインは第16行にタイプ

される。対話が終了しEND　SEARCHコマンド・キー・

を押すと，ディスプレイ上に図14の点線より上が現われ

る。これに答えて利用者は今回の検索に対する感想と

か，本システムに対する批評なりをキーボードからタイ

プインする。最後に今回の検索に要した時間がディスプ

レイされ，また図9の第17行以下に，ディスプレイと同

じ内容がタイプアウトされる。

　以上の実例の説明にはLIMIT，　KEEP，　TYPEが現

われていないが，機能は次のとおりである。LIMITは

検索した文献集合をさらに

　　　文献の刊行年　　　（year）

　　　収録抄録誌名　　　（type）

　　　刊行シリーズNo．（range）

によって限定するコマンドで，たとえば刊年のみで限定

する場合は4／66／ALL／ALLとタイプィンする。ここに

4は文献集合No．である。　KEEPはあとでTYPEま

たはPRINTするために，文献集合を一時記憶するた

めのコマンドである。TYPEはリモe一一…ト・タ・一・…ミナル

のプリンタ　（IBM　1053）にタイプアウトするためのコ

マンドである。

　検索時間は利用者によって非常に相違があり，利用者

の馴れと探索の複雑さにかかっている。大体の平均時間

は30分であるが，このうち探索のためにターミナルを使

用した時間は5～10分である。
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図13．DISPLAYの状態（2）
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図14．END　SEARCHの状態

III．その他のシステム

A．　JOLDOR
　JOLDOR　（JIPDEC　On－Line　Document　Retrieval）

ぱ，日本情報処理開発センタe一一・・一（JIPDEC）が開発した，

オンライン検索システムである。本システムは前述の

DIALOGを手本として開発したもので，コマンドの機

能はほとんど同じである。

　ファイルの内容はUSGRDRの計算機に関連する分野

と，ACMのComputing　Reviews誌の一部から抽出

した文献で，約10，000文献からなる，ファイル・アイテ

ムは索引としてキーワt一一一・・ドを用い抄録はない。
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　機器＝構成はFACOM　230－60（128　KW）を中心とし，

外部記憶としてドラムとディスク・パックを用い，端末

はキャラクタ・ディスプレイとタイプライタである。

　ファイルは次の四つからなる。

　（1）　DSDF　（Document　Source　Data　File）

　文献の書誌ファイルで，各アイテムはセグメント化さ

れ，文献の長さは可変長で1文献300～600キャラクタ

からなる。

　（2）　DIF　（Document　lndex　File）

　DSDFの見出しとなるファイルで，各キ・一ワー・ドに

対応して，そのキーワードを持つ文献の集合を収容し，

固定長にブロック化されている。

　（3）　KWTF　（Key　Word　Table　File）

　キーワt…一一ドの各キャラクタをノードとするリスト構造

のテーブルである。各キrワードの末尾には，対応する

DIFの所在を示すブロックアドレスとブロック内での

相対アドレス，および文献数がポインタとして付いてお

り，固定長にブロック化されている。

　（4）　KWE　（Key　Word　Entry　Table）

　指定されたキーワードが，KWTFのどのブロックに

入っているかを探すテe・・一一ブルで，コア・メモリに常駐し

ている。

　探索コマンドはDIALOGとほとんど同じであるが，

端末からファイルを更新するためのコマンドUPDATE

がある。

B．　TIP

　TIP（Technical　Information　Project）は，　MITの

MACシステムを利用したオンライン検索システムで，

ファイルの内容は物理学関係の代表誌38種に掲載された

文献からなり，蓄積量は現在約60，000件に達している。

これは物理学の抄録誌Physics　Abstractsに収録され

ている文献の，50～60％を占めている。本システムの特

徴は，ファイルアイテムに引用文献（または参考文献）

を含んでいることで，これにより各文献間の引用の関係

がわかり，また引用関係を各文献の関連の度合いとみな

して，検索の精度を上げることができる。このような結

合関係を一一般に書誌的結合（Bibliographic　Coupling）

と呼んでいる。

　本シスデムはMITにおける開発を目的としたもので，

システムは常にレベル・アップしているが，それととも

に実用システムとしても成果を上げている。1967年の8

ヵ月間における利用回数は次のとおりである。

ユーザNo．

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

利用回数

　469

　139

　116

　82

　64

　56

ユーザNo．

　　7

　　8

　　9

　10，　11

　12t－22

23”N’44

利用回数

　41

　32

　29

　26
　5一一25

　1t－4

　ここにユーザNo・は利用回数の多いものから付けた

一連番号で，利用者数：44名，利用回数1205回に達してい

る。

　TIPの検索にわける基本のコマンドは次の三つであ

る。

　　　　　　　search　find　output

　searchは探索すべきファイルの範囲を限定するコマ

ンド，findは質問キーを指定するもの，　outputはプリ

ント項目を指定するものである。

　（i）searchの用法

　　　search：a11　全ファイルの探索

　　　search：all　new　各雑誌の最新号の探索

　　　search：phyrev　all　Physical　Review誌全

　　　　　　　　部の探索

　　　search：　phyrev　v．　120　to　v．　135

　　　search：　phyrev　v．　120

　（ii）丘ndの用法

　　　find　author：Smith　著者Smithの文献の

　　　　　　　　　　探索

　　　find　title：cryogenics　タイトル中にcryo－

　　　　　　　　　genicsなる語を含む文献の探索

　　　find　location：MIT　著者の所属機関がMIT

　　　　　　　　　　　である文献の探索

　　　find　citation：1，131，1165　Physical　Review

　　　　　　　　　　（雑誌コ・一・一一ド1）の131巻1165

　　　　　　　　　　ページの文献を引用している文

　　　　　　　　　　献の探索

以上が基本的用法であるが，論理関係の指定は次のよ

うに行なう。

　find　author：Smith　Jones　SmithとJonesは

　　　　　　　　ANDの関係となる。

　find　author：Smith　SmithとJonesはORの
　find　author：Jones　　関係となる。

　find　title：microwaves　but　not　spectroscopy

　　　　　　　spectroscopyを除外する指定（NOT）
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AND関係のとき次のような指定を行なうと，二つの

単語はタイトル中で，いずれが前にあってもその文献

は探索される。

　　find　title：　multimode　cavities

もし前後の関係を固定する必要がある場合には，次の

指定を行なう。

　　find　title：　multimode　÷e　cavities

findを連続して使用した例を次に示す。

　　find　title：　laser；

　　find　all　citation　to　them；

　　find　all　other　papers　by　the　same　author；

　　find　all　paper　by　other　in　the　same　laboratory

　まずタイトル中に1aserなる語を含む文献を探索

し，それらが持つすべての引用文献を取り出し，同じ

著者のすべての文献を探索し，同じ所属機関に属する

他の著者のすべての文献を探索する。

（iii）outputの用法

　　output　print　探索文献をプリントする。

　　outpgt　count探索された文献数をプリントする。

　　output　store　探索文献を後でプリントするた

　　　　　　　　　めに一一H寺ストアする。

　　output　save　探索文献を新たなファイルとす

　　　　　　　　　る。

　printについてはプリントすべき項目を指定する。

全項目の場合は，a11とする。

　　output　print：　identj　fication，　title，　location，

　　　　　　　　　　citat三〇n

　　プリント項目の指定は任意である。

　　search，　find，　outputを用いた最も基本的な探索の

　例を図15に示す。小文字はタイプイン，大文字は応答

　である。246件の中から該当文献2件が2．79秒で探索

　されたことがわかる。

　（iv）引用文献の利用

　TIPの特徴は，前述のとおり引用文献を蓄積しこれ

を利用できることである。まずある文献が引用している

文献を求めるには，たとえば

　　search：　phyrev　v．　120

　　find　identification：　1　120　0816

　　0utput　prlnt：　cltatlon

とすればよく，またある文献を引用している文献を求め

には，前述のように，

　　search：　all

　　find　citation：1　131　1165

　　0utput　print：　all

とすればよい。この用法以外に引用索引（Citation　In－

dex）を作るコマンドindexが用意されている。

　引用文献の利用で最も重要なコマンドはshareであ

る。このコマンドはある文献を指定して，それと特定の

アイテムを共有する他の文献を探索するものである。ア

イテムとしては著者，キーワード，所属機関，引用文献

を指定できる。たとえば引用文献の場合は，

　find　shared　bibliography：　phyrev　v．　133　p．1557

とタイプィンすると，この文献と引用文献を共有する文

献が探索される。図16はこの例で，雑誌spjetp（Soviet

seerch　the　phys　lcal　revlets　volupte　133．
f婁nd　t霊tle　thln　f置1r「●

output　prlnt　ldentlfScetlono　tltlet　euthor，
gOe

PHYS饗CAし　P．EV聾εW

VnLUME　133
」00ユV133　POOO1
瓢1鼎；1αIS　Oひ」THεHAGN訂tC　FSEしO　PR・R霊「Nl　IN　SUPERC・NbUCT川G

　s：AraRu　yotc”tRo
　TUAN　SAN　FU

JOOI　V133　PISS7
摺βL聯§R。←’ED蓼胆。P’SO「・εt’EOUSしY　BRnADENεb　tlNES脚FεRR・MAG　NFT3C

　VIeGEtl　Pe　Ee

SεARCH　CO門PしεTED，　　　　295　ARI「霧CしES，
　2●79　SECONOS，　　　　　88●ユ　ARTtCしE：S1SEC●

　　　2　　　　ARTeCLES　FOUND．

　　　　　　　　図15．　探　　　　索
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図16．share（引用文献）の例

Physics－JETP）の18巻945ページの文献と引用文献を

共有する文献を，Physical　Reviewの131～134巻から

探索したものである。

　以上がTIPのコマンドの概要であるが，これを機能

的にみてみると，従来のバッチ検索と大差はない。ただ

TSSによってターミナルから計算機を専有して，随時

情報が得られることが特徴である。前述のDIALOGで

はシソーラスを参照し，探索文献数を確認し，回答文献

を参照して，さらに探索を向上させるなど，マン・マシ

ンの対話が設計の基本となっていることと比し，大きな

相異である。

　引用文献による文献間の結合は，文献と文献の統計的

関連の基本的要素であり，これを理論通りにファイルに

収容し，実用化したことはTIPの最大の特徴といって

よいであろう。

C．　lntrex

　IntrexはTIPと同じく，MITのMACシステム
を用いて開発中の，図書館の機械化実験モデルである。
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全体の構成は図17の通りで，本システムの最大の特徴は，

原文献のオンライン検索システムを包含していることで

ある。これは将来，情報を見るために図書館へ出向くこ

とを不要とする可能性を持っている。

　ファイルは金属工学の文献10．000件からなり，索引は

フレーズ（句）で表現され，それぞれの文献中で占めるウ

エイトが付けられている。フレーズ中の用語は，シソー

ラスを用いずブリ・一三“一一一・ム方式をとっている。

　用語のその文献中での役割や他の用語との関連を表わ

すのに，ロールやリンクを用いているシステムもあるが，

Intrexでは比較的長いフレe一・一・ズを索引とすることによ

り，この問題にある程度の解決を与えている。フリータ

e・一一・・ ?を用いることにより索引作成者の負担を軽減し，ま

たフレーズを用いることにより人間と機械の対話の場

合，文献の内容をより正確に利用者に伝えることに成功

している。

　しかし一方長いフレーズを用いることにより，冗長度

が大きくなり計算機のメモリを余分に必要とする。実際

の結果の分析からも，キーワード方式に比べ冗長度が

66％となっている。

　ファイルは次の四つからなる。

　（1）文献ファイル

　文献の書誌ファイルで，ヘッダ部，文献の処理デe一一・タ

を収容するデータ部（1）と，書誌を収容するデータ部（2）

からなる。

　（2）文献ファイル・ディレクトリ

　　　　　カタログ
　　　　フ　

ンロ　ノで　　ノレ

セントラル・ステーション

質問

タグ インタフリータ

フ　ア　／f　ノレ

　サーナ

／　．ln．tr，fx

　スーハ
　バイザー

転置ファイル

（］IIIII

，EC　tr　7，，

モニ々
アウトプット

コントロール

シ．ステム

コントローラ

7ge一
スーババイサー一

r一’一一一一一“”’一一一一一t

マイクロ

　フイッシ＝

リトリーバ

（CARDリー々“）

スキャナ ケーブル

1

r剛＿＿＿＿ユーザ・ターミナル

ビデオ，同期信号

トランス

　　ミ＝、々

アドレスコマン

1

電話線
バツフ珂
コント
　　ローラ

イ滋≦ミくドラム

キャラク●^
ディヌプレイ

レシー，一バ

テ／ス
　プレイ

レシーバ

カメラ

フロセー：サ

oo
トノ　イ　，レノ、

コヒ’ア

図17．　Intrexシステム　・　フロー
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　文献No・と文献ファイルのアドレスの対応リストを

収容する。

　（3）転置ファイル

　タイトルおよび索引フレーズ中のキーワードの語幹，

または著者の姓をキーとし，対応する文献No．を収容

したファイルで，キ・一ワードの属性および文献の属性デ

e・一一・ ^も収容する。

　（4）転置ファイル・ディレクトリ

　ディスク上の転置ファイルの，キーアドレスを探索す

るためのファイルで，コアメモリに常駐している。

　以上の四つのファイルの関連を図18に示す。探索は3

レベルで行なうことができる。第1レベルは著者または

キーワードで，第2レベルはキーワードおよび文献の属

性で探索が行なわれ，第3レベルで文献の書誌が探索さ

れる。

　探索はIBM2741コンソール・タイプから，やや自

然語に近い対話形式で行なわれる。対話のサンプルを図

19に示すが説明は省略する。

　Intrexシステムでは文献データの検索とともに，検

索された文献のフル・テキストを利用者の目前に表示す

るシステムを開発中で，すでに実験室では実働に入って

いる。

　フル・テキストの蓄積検索装置としては，Houston／

Fearless社のCARDリt一一・・ダを用いている。これはフ

ル・テキストを収容したマイクロフィッシュを最大750

枚格納し，TASCからの指令によって，所要テキスト

をスクリーン上に映し出す自動リーダである。フィッシ

ュはCOSATI規格（4”×6”，60ページ収容）を用いて

いるので，最大で45，000ページ収容可能であるが，将

来さらに大容量の蓄積が必要となった場合には，新たな

装置の開発に迫られるであろう。

　本システムでは，探索されたフル・テキストをターミ

ナルへ伝送しなければならないが，このためCARDリ

ーダを改造し，探索されたマイクロ像をフライング・ス

ポットで走査し，ビデオ信号として伝送する。フル・テ

キストの解像力としては最低2000本／ページが必要で，

小さい活字を用いている場合は，3000本／ページが必要

である。本実験では1MH・のチャネルで1ページ2秒

で伝送している。

　ターミナル表示装置には2種類あり，一つは蓄積管を

用いたディスプレイ装置で，他は35mmマイクP・フ

ィルムを出力とするター・ミナルである。前者はTektro－

nix　611ディスプレイ装置を用い，後者は高解像力

CRT，カメラ，現像機からなるユニットを用いている。

ハ■一・ド・コピーが必要な場合には，マイクロ・フイルム

からの引伸しによって8％”×11”のコピーを得る。
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図18．データの流れ
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図19． 対 話 の 例

　　フル・テキストを要求するには，コンソールによる検

索によって文献を決定し，その文献No．とフル・テキ

ストの表示モード

　　　　　　C：35mmマイクロ・フィルム

　　　　　D：　ディスプレイ

をタイプインする。

　　以上の操作に対する応答時間は，テキスト表示のタイ

プインをしてから，ディスプレイ装置に文献の第1ペー
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ジが現われるまでに7秒，ボタンにより次のページが現

われるまでに3秒，Cをタイプインしてから35　mmフ

ィルムが現われるまでに90秒を要する。

D．　BOLD

　BOLD（Bibliographic　On　Line　Display）システム

は，SDCが開発したオンライン検索の実験システムで

ある。ファイルはDDCのレポート約1200件からなり，

検索はBrowseモe・一一・・ドとSearchモードによって行な

われる。コマンドは次に示す9種類で，左側の記号はデ

ィスプレイ装置でライト・ペンで指示する場合に用い

る。

　B：Beginまたはstart　over（始め）

　↑：Go　back　to　the　previous　display（前の表示

　　　へ戻れ）

　□：Browse（通覧せよ）

　◇：Search（探索せよ）

　R：Remove（削除せよ）

　S：Save　on　tape（磁気テープへ記録せよ）

　T：Print　on　teletype（テレタイプで印字せよ）

　E：Exchange（入換えよ）

　C：Continue（続行せよ）

　Browseモe一一・bドはファイル中のある主題範囲　（分類）

に属する情報を，すべて通覧するのに用いる。まずライ

トペンで“B”を画くかBEGIN／をタイプィンし，こ

のコマンドが受け入れられると，ディスプレイ上にファ

イル中の文献が分類されている，主たる主題カテゴリ

（Divjsion）が示される。

　もし利用者がさらに細分したカテゴリを必要とする場

合には，ライト・ペンで主要のカテゴリを指定すると，そ

のカテゴリのサブ・カテゴリまたは同義語が現われる。

同時にその主カテゴリに含まれる文献数が表示され，そ

の文献数は自分の要求にとって多すぎるか少なすぎるか

判断できる。さらにサブ・カテゴリをライト・ペンで指

定すると，そのサブ（サブ）カテゴリまたは同義語が現

われ，同時にもとのサブ・カテゴリに含まれる文献数が

表示される。

　このサブ・カテゴリに含まれる文献を通覧したい場合

には，ライト・ペンで“□”を画くかBROWSE／とタ

イプィンすると，最初の文献が表示される。表示される

内容はタイトル，著者，発行機関，発行年月日，キー・ワ

ード全部，抄録である。

　キーワr一・一一・ドによって文献を探索するには，Searchモ

ードによって行なう。BOLDでも他のシステムと同じ，

ように，キーワードの組合せによって特定の主題を表現

する多元探索の方式を採用している。一般に登録された

キーワードで質問を構成するには，熟練した専門家の助

言が必要であるが，BOLDシステムではファイルの辞

書へ問い合せることによってこれを行なう。

　いま利用者は“宇宙旅行”の分野で探索を行なうもの

としよう。利用者はまずキーワe・・一一一ドとして何を選んだら

よいかを辞書に問い合わせることから始める。利用者は

SPACESHIPSがキーワードであるかどうかを調べるた

めに，

　　　　　　　　SPACESHIPS　？

とタイプイソする（図20）。システムはSPACESHIPS

とともに，多くの関連キーワード（SPACESHIP　CAB－

INS，　SPACESHIPS－POWER　SUPPLIESなど）が利用

可能であることを応答する。

　ここでSPACESHIPSはあまり特定すぎることがわ

かったので，さらに一般的な語SPACEについて問い

合わせてみる。その応答は図20のとおりであるが，ここ

で注意すべきは，SPACE’それ自身はあまり一般的なた

め，キーワードとしては登録されていないことがわか

る。このシステムでは関連語を7語表示すると　CON－

TINUE？が表われ，それ以上の表示が必要かどうかを

問い合わせてくる。図では2回で打ち切りジ他の語LU－

NAR　FLIGHT，　MOON　FLIGHTなどについて問い合

わせている。

　以上述べた手順によって，質問のキーワードが決まつ，

たら，これらを組み合わせて探索を行うが，その手順は

他のシステムと大同小異である。

　探索とは別に，辞書のメンテナンス用のコマンドが用

意されている。

　　　　DICTIONARY　CHANGE・

　辞書の内容を変更するための基準のコマンドで，応答

readyが出たら以下のコマンドを使用できる。

　　　terml－category

　term1をカテゴリとして登録する。

　　　ADD　termi

　term1を辞書に加える。

　　　CHANGE　termi＝＝term2

　term1をterm2に変更する。

　　　DELETE　termi

　term1を辞書から取り除く。

　　　term1＝＝　term2　＝＝　term3

　これらを同義語と定義する。
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SPACESHIPS？
THESE　MAY　BE　RELATC・　D　TO　SPACESH1PS
SPACESHIP　CABINS
SPACESHIPS
SPACESHIPS　一・　POWER　SUPPL！ES
SPACESHIPS　一　STABIUTY
ネEND
SPACE？
THESE　MAY　BE　RELATED　TO　SPACE
SPACE　CAPSULES
SPACE　CHARGES
SPACE　ENVIRONMENTAL　CONDITIONS
SPACE　FLIGHT
SPACE　F工、IGHT－CONTRO工∂
SPACE　FLIGHT　一　SURVIVAL
SPACE　MEDICINE
＊CONTI］NTUE？YES
SPACE　MFDICINE　一　EFFECTIVENESS
SPACE　NAVIGATION
SPACE　PERCEPTION
SPACE　PROBES
SPACE　RECOVERY　SYSTEMS，　INC．，　EL　SEGUNDO，　CALIF．
SPACE　SCIENCES　LAB．，　GENERAL　ELECTRIC　CO．，　PHIL，ADELPHLA，　PA．
SPACE　SH［PS
＊CONTINUE？NO
LUNTAR　FLIGHTS？
＊NOT　FOUND
MOON　FLIGHTS？
＊NTOT　FOUNTD

MARS　FLIGHTS？
．NT　O　T　F　O　U］，NTD

MOON？
THESE　MAY　BE　RELATED　TO　MOON
MOON
MOON　一　ATMOSPHERE
ヰEND
LUNAR？
THESE　MAY　BE　RELATED・TO　LUNAR
LUNAR　PROBES
芹END
MARS？
THESE　MAY　BE　RELATED　TO　MARS
MA　RS
MARSH　CHARLES　A．
MARSHALL　JOHN　M．
率END

　　　　　　　　　　　図20．キーワードの選択

　　　termユ〈term2，　term3＞term4

階層を指定する。

　　　SUPPRESS　termi

term1が辞書にないものとして取扱う。

　　RESTORE　termi

SUPPRESSしたterm1を元へ戻す。

　　END

DICTIONARY　CHANGEの終了を告げる。

IV．　ま と め

　以上の具体例によって，オンライン文献検索システム

の現状がわかろう。最後にこれらをまとめて考察するこ

ととする。

　まず計算機システム側からみると，マン・マシンの対

話の特徴は，人間側が学習しながら試行錯誤で検索を行

なうわけであるから，1回の検索に相当の時間を必要と

する。DIALOGの例では平均30分間を要している。と

ころがその時間の大部分は，人間が考えたり，タイプを
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打ったり，印字したりしている時間で，計算機処理が行

なわれている時間は，わずか数秒～数10秒にしかすぎな

い。もし計算機側が，TSS（時分割システム）で高度

に運営されているとすれば，検索の単純なランニング・

コストは相当低くなるとみてよい。

　さらに計算機処理時間の大部分は，ファイルの探索に

費されているから，ファイルサーチの効率化が，重要な

ウエイトを占めることとなる。この問題はソフトのみで

なく，ハードの開発にも負うところが大で，将来の興味

あるテーマである。

　対話の面では具体例にもあるように，用語の参照、と探

索が大きな機能となっている。用語管理のシステムが完

ぺきであれば，対話は不要なはずであるが，探索と同じ

く言語のあいまいさと複雑さから，人間の介入を必要と

する。しかし用語の参照は探索のみに必要なものではな

く，本質的に考えれば索引作業のときにこそ必要なもの

である。

　特定の用語の使用状況を過去のデータによって確認し

つつ，索引付けを行なうシステムこそ，真に要望されて

いるものである。この点からオンライン用語管理システ

ムと，検索システム（つまり文献管理システム）を有機

的に結合した，オンライン・ドキュメンテーション・シ

ステムが，目的であるといえよう。これはまたより一一般

的にみれば，ファイル・マネジメント・システムである。

　これまで検索効率の問題は，システムの向上によって

解決しようという，オーソドックスな方向が主流を占め，

多くの努力が重ねられてきた。一時は計算機によって，

全て一挙に解決できょうと希望を託した時代もあり，自

動索引などの研究が多数発表された時期もあった。しか

し言語情報の壁は厚く，遂に人間の介入によって，この

問題をバイパスさせようという考えが強くなって現われ

たのが，マン・マシンという非常手段である。

　オンライン検索システムは，計算機側からみる限り偉

大なる技術的成果であるが，ドキュメンテーション側か

らみた場合は，華麗なる退歩とはいえないであろうか。
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